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大
月
市
議
会 

令
和
８
年
第
３
回
（
６
月
）
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

                                                         

６
月
５
日
～
６
月
26
日
（
22
日
間
）

今定例会の議案　　　　　　　　　　　　　　　

　    

市
長
提
出

● 

報　
　
告
・
・
・
・
・
・
・  
・    
１
件

● 

補
正
予
算
案
件 

・
・
・
・
・  

・    
２
件

● 

そ
の
他
の
案
件
・
・
・
・
・  

・    

２
件

● 

人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・  

・    

２
件

  

主
な
議
案
の
内
容

報　
　
　
告　

◎
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件

・
法
律
、
政
令
等
の
改
正
、
公

布
に
伴
う
条
例
案
件
の
専
決
処

分
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

承
認
。

人　
　
　
事

◎
大
月
市
農
業
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・  

任
期
満
了
に
よ
る
新
た
な
委

員
の
任
命
に
同
意
。

◎
契
約
締
結
の
件
（
猿
橋
中
学

校
校
舎
改
修
工
事
）

そ　
の　
他

◎
山
梨
県
東
部
地
域
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
件

・ 

相
川
義
美
氏
（
都
留
市
）
を

適
任
と
判
断
し
同
意
。

・
年
度
末
補
正
等
に
よ
る
補
正

予
算
の
専
決
処
分
事
項
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
承
認
。

・
契
約
金
額

　
　
　

２
億
８
，
１
６
０
万
円

・
工
事
概
要

　

屋
上
防
水
、
外
壁
改
修
、
各

階
ト
イ
レ
改
修
に
伴
う
建
築
工

事
、
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設

備
工
事

・
契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

猿
橋
中
学
校
校
舎
改
修
工

事
に
つ
い
て
工
事
契
約
を

締
結

専
決
処
分
事
項
と
し
て
条

例
お
よ
び
補
正
予
算
案
件

８
件
に
つ
い
て
承
認

猿橋中学校（外観）

◎
大
月
市
関
係
人
口
・
交
流
人

口
創
出
拠
点
施
設
指
定
管
理
者

指
定
の
件

・
施
設
名

　

大
月
市
関
係
人
口
・
交
流
人

口
創
出
拠
点
施
設
（
浅
利
マ
ル

チ
ベ
ー
ス
）

・
契
約
相
手
方

　

関
山
建
設
・
三
合
猿
橋
中
学

校
校
舎
改
修
工
事
共
同
企
業
体

・
指
定
管
理
者

　

合
同
会
社
フ
ァ
ー
ム
ブ
リ
ッ

ジ
大
月

・
指
定
の
期
間

　

令
和
８
年
７
月
１
日
～
令
和

13
年
３
月
31
日
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⃝

社
会
文
教
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
様
子

⃝

総
務
産
業
常
任
委
員
会

登
山
道
整
備
事
業
に
つ
い
て

登
山
道
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
産
業
観
光
課
）

Ｑ　
岩
殿
ル
ー
ト
が
開
設
さ
れ

　
　
た
が
仮
設
の
印
象
が
あ
る
。

　
　
登
山
道
整
備
事
業
で
ど
う

　
　
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

登
山
道
整
備
は
円
山
公
園

　
　

ま
で
の
登
山
道
整
備
で
、

　
　

砕
石
を
敷
く
予
定
と
な
っ　
　

　
　

て
お
り
、
看
板
の
更
新
も

　
　

行
う
予
定
で
す
。

Ｑ　
看
板
は
更
新
で
ど
う
変
わ　

　
　
る
の
か
。

Ａ　

岩
殿
山
の
専
用
駐
車
場
の

　
　

看
板
が
薄
れ
て
き
て
お
り
、

　
　

地
図
も
古
い
ま
ま
と
な
っ

　
　

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
登

　
　

山
道
入
口
に
あ
る
ふ
れ
あ

　
　

い
の
館
の
案
内
看
板
も
写

　
　

真
が
薄
れ
た
り
、
継
ぎ
は

　
　

ぎ
を
し
て
い
る
個
所
も
あ

　
　

り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

※　

免
税
点
と
は
、
税
金
が
か

　
　

か
ら
な
い
基
準
と
な
る
金　
　

　
　

額
の
こ
と
で
、
こ
の
金
額

　
　

に
満
た
な
い
と
き
は
、
税

　
　

金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て　
　
　
（
税
務
課
）

Ｑ　
条
例
改
正
に
よ
る
、
市
の

　
　
財
政
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

今
回
の
改
正
で
、
免
税
点　

　
　

の
変
更
が
あ
り
、
家
屋
が

　
　

20
万
円
か
ら
30
万
円
に 

、

　
　

償
却
資
産
が
１
５
０
万
円

　
　

か
ら
１
８
０
万
円
に
引
き

　
　

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

　
　

に
伴
い
、
家
屋
は
１
０
６

　
　

万
９
、６
０
０ 

円
ほ
ど 

、

　
　

償
却
資
産
は
２
９
万
５
、

　
　

０
０
０
円
ほ
ど
、
合
計
１　
　

　
　

３
６
万
４
、６
０
０ 

円
ほ

　
　

ど
の
減
額
を
見
込
ん
で
お

　
　

り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
企
画
財
政
課
）

Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
が
前
年
比

　
　
44
％
減
と
の
こ
と
だ
が
、

　
　
今
後
の
対
応
や
分
析
は
。

Ａ　

現
状
、
か
な
り
厳
し
い
状

　
　

況
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
　

が
、
６
月
に
入
り
徐
々
に

　
　

持
ち
直
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
地
場
産
品
基
準

　
　

な
ど
総
務
省
の
基
準
が
変

　
　

わ
り
、
地
元
の
も
の
で
地

　
　

元
で
価
値
を
出
さ
な
い
と

　
　

い
け
な
い
な
ど
条
件
が
つ

　
　

い
て
き
て
お
り
ま
す
。
令

　
　

和
７
年
は
10
億
と
い
う
目　
　

　
　

標
を
達
成
し
ま
し
た
が
、

　
　

今
年
は
か
な
り
厳
し
い
状　
　

　
　

況
に
あ
る
の
が
現
実
で
す
。

⃝

所
管
事
務
事
項

Q
Ｒ
コ
ー
ド
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

Ｑ　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
納
付
に
対
応

　
　
と
な
る
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療

　
　

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

　
　

住
宅
使
用
料
が
eL-

QR
に　

　
　

対
応
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

　
　

が
、
令
和
８
年
９
月
よ
り

　
　

eL-

QR 

で
の
納
付
が
可
能

　
　

に
な
る
よ
う
準
備
し
て
お

　
　

り
ま
す
。

　
　

た
部
分
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

QR コード納付（イメージ）

◆
提
出
さ
れ
た
議
案
審
査
だ
け

で
な
く
、
委
員
会
が
分
担
す
る

担
当
分
野
に
沿
っ
て
、
市
の
取

り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
議
論

し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

岩殿山

認
知
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
方
の

見
守
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
介
護
課
）

Ｑ　
認
知
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た

　
　
方
の
見
守
り
の
現
状
と
今

　
　
後
の
対
応
は
。

Ａ　

大
月
市
で
は
、
ス
マ
イ
ル

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
オ

　
　

レ
ン
ジ
登
録
制
度
、
見
守

　
　

り
制
度
を
行
っ
て
お
り
ま

　
　

す
が
、
行
方
不
明
に
な
っ

　
　

た
方
を
探
す
と
い
う
シ
ス

　
　

テ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

で
す
が
、
介
護
保
険
の
福

　
　

祉
用
具
貸
与
で
、
外
出
を

　
　

知
ら
せ
る
ブ
ザ
ー
と
Ｇ
Ｐ

　
　

Ｓ
が
セ
ッ
ト
に
し
て
介
護

　
　

サ
ー
ビ
ス
を
使
用
で
き
る

　
　

制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今

　
　

現
在
、
市
の
助
成
に
つ
い

　
　

て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

　
　

が
、
こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　

を
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

　
　

な
体
制
は
整
え
て
い
き
た

　
　

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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種別 議案番号

　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　　
             案　件　名

萩
　　
原

剛

奥
脇

一
夫

小
原

丈
司

山
田

善
一

藤
本

実

山
田

政
文

相
馬

力

棚
本

晃
行

山
地

渉

鈴
木

康
揮

鈴
木

竜
児

天
野

築

結

果

報告

専決第３号  大月市税条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

専決第４号  大月市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

専決第５号  大月市介護保険条例の一部を改正する条例

専決第６号  大月市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

専決第７号  令和７年度 大月市一般会計補正予算（第 12 号）

専決第８号  令和７年度 大月市大月短期大学特別会計補正予算（第５号）

専決第９号  令和７年度 大月市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

専決第 10 号  令和７年度 大月市介護保険特別会計補正予算（第４号）

補正
予算

第 34 号  令和８年度 大月市一般会計補正予算（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 35 号  令和８年度 大月市介護保険特別会計補正予算（第１号）

その他

第 36 号  契約締結の件（猿橋中学校校舎改修工事）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 37 号  大月市関係人口・交流人口創出拠点施設指定管理者指定の件

人事

第 38 号 大月市農業委員会委員の任命について同意を求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
第 39 号 山梨県東部地域公平委員会委員の選任について同意を求める

 件

令和８年第３回（６月）議決結果等一覧表             
　　　　　　　賛成 ○　　反対 ●　　退席 ―　　欠席／　　　　※鈴木基方 議長を除く
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市
政
を
問
う

６月定例会

代表質問・一般質問
　代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただし
たり、報告を求めたりするもので、各定例会で行われます。

代表質問
（１）山地　渉　議員　（市民とともに歩む会）　    　　　   　　　     　６ページ
　　　①富士山の眺望を生かす方法は
　　　②クリーリングシェルターをコミュニティーハブとして利用する考えは

（２）山田政文　議員　（市民とともに歩む会）  関連質問  　　　　    　７ページ
             ①大月短大の定員割れに伴う減収額と財政負担は
             ②児童減少に伴う超小規模校の課題と適正配置は

一般質問
（４）藤本　実　議員　　　　　　　　　　　　　　　　　      　      　９ページ

             ①賃上げ実施企業への奨励金制度の創設を
　　　②初狩保育所等整備事業の再提案が遅れている理由をどう認識しているか

ズバリ
  ！

市議会のページは
コチラから

（５）鈴木康揮　議員　（公明党　所属）　　　　　                        　　　 10 ページ  
             ①人と動物が共生できる地域づくりについて伺う
　　　②老朽化した火葬場の今後の対策と広域連携について

（６）鈴木竜児　議員　（市民とともに歩む会）　　　      　    　　 　 　11 ページ
             ①協定締結している団体・企業との連携について

　本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
　詳しい内容については、会議録（９月上旬公表予定）を図書館及び市のホームペー
ジで閲覧することができます。また、大月市議会 YouTube チャンネルで映像配信
も行っております。

（３）棚本晃行　議員　（山と川の街大月） 　　　　　   　　　　　    　８ページ
             ①家族介護者支援の充実を
             ②大月３丁目の市道整備について市の見解は

大月市議会
YoutTube

チャンネルは
コチラから
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Q 

富
士
山
の
眺
望
を
生
か
す
方

法
は

A 

岩
殿
山
の
魅
力
を
発
信
、
む

す
び
山
山
頂
周
辺
、
登
山
道

整
備
を
進
め
る

　
下
吉
田
駅
か
ら
徒
歩
１

時
間
で
往
復
で
き
る
忠
霊

塔
は
、
外
国
か
ら
の
旅
行

者
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
大
月
市
で
は
岩
殿
山
丸

山
公
園
・
む
す
び
山
聴
音

壕
も
大
月
駅
か
ら
徒
歩
１

時
間
で
往
復
で
き
る
。
富

士
山
の
眺
望
を
生
か
す
方

法
、
岩
殿
山
丸
山
公
園
、

む
す
び
山
聴
音
壕
の
Ｐ
Ｒ

の
方
法
に
つ
い
て
考
え
を

代  

表  

質  

問

　

む
す
び
山
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
頂
周
辺
の
立
木
を
整
備
す
る

こ
と
で
富
士
山
の
眺
望
も
期
待

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

山
頂
周
辺
に
は
複
数
の
土
地
所

有
者
が
い
る
こ
と
か
ら
今
後
、

関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
山
頂
周
辺
、
登
山
道

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
産
業
建
設
部
長

　

現
在
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
指
定
し
て
い
る
公

共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熱

中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
発

表
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
夏

の
期
間
は
涼
み
ど
こ
ろ
と
し
て

開
放
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

通
じ
て
広
く
市
民
へ
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問

　

岩
殿
山
の
登
山
を
目
的
に
来

る
登
山
者
に
加
え
て
、
大
月
駅

周
辺
に
て
多
少
の
時
間
に
余
裕

が
あ
る
観
光
客
等
に
対
し
て
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
、
観
光

協
会
と
連
携
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
て
岩
殿
山
の
魅
力
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ブ
と
し
て
利
用
す
る

考
え
は

Ｑ
夏
の
期
間
は
涼
み
ど
こ

ろ
と
し
て
開
放
し
て
い

く
予
定

Ａ問答
市
民
課
長

　
国
が
決
め
た
基
準
温
度

に
な
ら
な
い
と
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
使

え
な
い
と
い
う
の
で
は
な

く
夏
は
暑
い
の
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ

ブ
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

の
現
在
の
検
討
進
捗
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問

う
。

山
や ま じ

地　 渉
わたる

市民とともに歩む会

　
　
　

再　
質　
問

問
　
大
月
駅
駅
ナ
カ
の
旅
行

者
に
対
し
て
の
直
接
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
や
海
外
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

産
業
観
光
課
長

答
　

海
外
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
上
で

効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
エ
リ

ア
の
特
性
を
研
究
す
る
と
と
も

に
、
観
光
協
会
と
連
携
し
な
が

ら
今
後
の
活
用
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

伺
う
。

問    

大
月
市
立
大
月
短
期
大

学
に
つ
い
て 

問　
義
務
教
育
に
つ
い
て

問　
防
災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て 

問　
広
報
誌
に
つ
い
て

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

※　
涼
み
処
（
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ

ト
）
は
、こ
の
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。
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Q 

大
月
短
大
定
員
割
れ
に
伴
う

減
収
見
込
額
と
財
政
負
担
は

A 

減
収
は
約
４
、４
３
４
万
円
、

繰
出
金
は
２
億
８
６
２
万
円

と
見
込
む

　
定
員
割
れ
に
よ
る
今
年

度
の
授
業
料
等
の
減
収
見

込
額
、
お
よ
び
一
般
会
計

か
ら
補
填
さ
れ
る
繰
出
金

の
見
込
額
と
繰
出
金
の
許

容
範
囲
に
つ
い
て
見
解
を

問
う
。

問

関  

連  

質  

問

答
市
長

児
童
減
少
に
伴
う
超
小

規
模
校
の
課
題
と
適
正

規
模
は 

Ｑ
中
長
期
的
な
視
点
で
適

正
規
模
と
配
置
を
検
討

Ａ

市民とともに歩む会

山
や ま だ

田　政
まさふみ

文

　
　
　

再　
質　
問

問
　
子
供
の
未
来
の
た
め
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
合
意

形
成
の
仕
組
み
を
ど
う
作

っ
て
い
く
の
か
問
う
。

教
育
次
長

答
　

今
後
、
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
対
話
す
る
際
に
は
、
国
の

動
向
や
近
隣
自
治
体
の
先
進
事

例
、
児
童
生
徒
数
等
客
観
的
な

デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
各
地
域
の

特
性
や
課
題
を
十
分
に
理
解
し

た
上
で
丁
寧
で
誠
実
な
情
報
共

有
に
努
め
、
併
せ
て
、
小
中
一

貫
教
育
の
実
践
事
例
や
特
認
校

制
度
等
、
新
た
な
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

減
収
見
込
額
は
、
予
算
上
授

業
料
２
、６
１
６
万
円
、
入
学
金

　

少
子
化
及
び
こ
れ
に
伴
う
学

校
の
小
規
模
化
に
つ
い
て
は 

、

多
様
な
意
見
に
触
れ
る
機
会
や
、

集
団
の
中
で
の
社
会
性
、
協
調

性
を
育
む
機
会
が
不
足
す
る
と

い
う
教
育
上
の
課
題
と
同
様
の

認
識
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
の
適
正
規
模
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
国
の
議
論
を
踏

ま
え
つ
つ
、
中
長
期
的
な
視
点

で
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、

教
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
他
校
と
の

合
同
授
業
、
地
域
人
材
の
参
画

に
よ
る
社
会
性
を
涵
養
す
る
機

会
の
確
保
、
宿
泊
学
習
等
の
合

同
開
催
な
ど
に
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
と
の
連
携
や
合
意

形
成
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
現

状
も
地
域
の
方
々
に
理
解
し
て

い
た
だ
い
た
上
で
、
地
域
の
中

で
の
学
校
の
重
要
性
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
小
規
模
校
の
学
習
環
境

と
学
校
の
適
正
規
模
、
教

育
の
質
お
よ
び
地
域
と
の

合
意
形
成
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長

答

１
、２
５
１
万
円
、
施
設
納
付

金
５
６
７
万
円
が
不
足
し
、
計

約
４
、４
３
４
万
円
の
収
入
が

見
込
め
な
い
こ
と
と
な
り
ま

す
。
仮
に
こ
の
全
額
を
通
常
の

繰
出
金
で
措
置
す
る
場
合
、
約

２
億
８
６
２
万
円
と
な
り
ま

す
。
繰
出
金
に
つ
い
て
は
明
確

な
基
準
も
な
く
、
予
算
規
模
や

物
価
変
動
、
交
付
税
措
置
の
状

況
等
に
も
よ
る
た
め
一
概
に
許

容
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
は
難

　
　
　

再　
質　
問

問
　
収
入
不
足
を
安
易
に
一

般
財
源
、
繰
出
金
で
穴
埋

め
す
る
体
質
に
つ
い
て
財

政
規
律
の
観
点
か
ら
ど
う

感
じ
て
い
る
か
問
う
。

市
長

答
　

安
易
に
穴
埋
め
を
す
る
と
い

う
気
持
ち
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大
月
短
期
大
学
を
存
続
さ
せ
魅

力
あ
る
大
学
と
な
る
よ
う
、
澁

谷
新
学
長
と
と
も
に
改
革
を
始

め
て
お
り
、
加
え
て
県
内
外
の

大
学
と
の
間
で
単
位
互
換
で
き

な
い
か
と
働
き
か
け
を
始
め
て

お
り
ま
す
。

し
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

小学校イラスト
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Q 

家
族
介
護
者
支
援
の
充
実
を

A 

第
10
期
介
護
保
険
計
画
に
具

体
的
な
施
策
と
し
て
反
映
で

き
る
よ
う
取
り
組
む

　
介
護
を
必
要
と
す
る
方

へ
の
支
援
は
も
と
よ
り
、

そ
の
暮
ら
し
を
支
え
る
家

族
も
含
め
、
双
方
を
支
え

る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
家
族
介
護
者

の
現
状
及
び
課
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
、

家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の

充
実
を
図
る
考
え
は
あ
る

か
。

答
福
祉
介
護
課
長

問

　

家
族
介
護
者
の
現
状
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
者
の
う
ち
、

70
歳
以
上
の
割
合
が
３
分
の
１

程
度
を
占
め
て
お
り
、
老
老
介

護
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
介
護
者
自
身
の
健
康
管
理

や
介
護
の
継
続
可
能
性
に
関
わ

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家

問
　
道
路
幅
員
が
狭
く
、
狭

あ
い
箇
所
が
点
在
し
て
い

る
、
変
電
所
か
ら
大
月
東

中
学
校
入
り
口
交
差
点
ま

で
の
区
間
に
つ
い
て
拡
幅

改
良
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の

市
道
整
備
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。

答

産
業
建
設
部
長

代   

表   

質  

問
山と川の街大月

棚
たなもと

本　晃
あきゆき

行

族
介
護
者
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
、
ま
ず
は
相
談
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
、
困
っ
た
と
き

に
相
談
す
る
相
手
と
し
て
介
護

支
援
専
門
員
が
最
も
多
く
な
っ

て
お
り
、
そ
の
役
割
の
重
要
性

が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
定
期
的
に
開
催
し

て
る
介
護
支
援
専
門
員
会
議
を

活
用
し
、
家
族
に
寄
り
添
っ
た

支
援
が
行
え
る
よ
う
介
護
支
援

専
門
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
、
専
門
職
の
資

質
向
上
を
図
り
、
相
談
体
制
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

前
の
相
談
先
と
し
て
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
図

り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
の

連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
第
10
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
の
年

で
あ
り
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

家
族
介
護
者
支
援
の
充
実
に
つ

き
ま
し
て
は
、
心
身
の
負
担
や

経
済
的
負
担
等
重
要
な
課
題
と

し
て
認
識
し
て
お
り
、
具
体
的

な
施
策
と
し
て
計
画
に
反
映
で

き
る
よ
う
十
分
に
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

大
月
３
丁
目
の
市
道
整

備
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
Ｑ

事
業
化
に
向
け
て
詳
細

設
計
に
着
手
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く

Ａ

問　
宮
古
橋
線
の
整
備
に
つ

　
　
い
て

問　
旧
富
浜
中
学
校
跡
地
の

　
　
活
用
に
つ
い
て

問　
教
育
長
の
目
指
す
今
後

　
　
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

　
　
す
る
方
々
へ
の
災
害
支

　
　
援
体
制
に
つ
い
て

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　

こ
の
区
間
に
は
道
路
幅
員
の

家
族
介
護（
イ
ラ
ス
ト
）

狭
い
箇
所
が
点
在
し
て
お
り
、

車
両
の
通
行
や
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
面
で
課
題
が
あ
り
ま
す
。

特
に
市
道
大
月
浅
利
線
に
お
い

て
は
、
車
両
の
擦
れ
違
い
が
困

難
な
箇
所
が
あ
り
、
円
滑
な
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
周
辺

地
区
や
土
地
所
有
者
の
意
向
等

を
確
認
し
、
国
の
交
付
金
等
を

活
用
し
、
事
業
化
に
向
け
て
詳

細
設
計
に
着
手
で
き
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
狭
あ
い
箇
所

に
つ
き
ま
し
て
も
、
土
地
所
有

者
等
の
意
向
を
確
認
し
、
財
政

状
況
に
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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Q 

賃
上
げ
実
施
企
業
へ
の
奨
励

金
制
度
の
創
設
を

A 

県
と
協
力
し
て
研
究
す
る

　
県
は
、
中
小
企
業
の
賃

上
げ
を
応
援
す
る
た
め
、

山
梨
県
賃
金
ア
ッ
プ
環
境

改
善
事
業
費
補
助
金
を
進

め
て
い
る
。
若
者
の
市
内

流
出
が
続
く
中
、
地
域
内

の
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
も
重
要
だ
。
大

月
市
と
し
て
も
奨
励
金
制

度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え

る
が
。 一  

般  

質  

問

問

実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
内

事
業
所
で
働
い
て
い
る
方
々
の

給
与
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
支
援
を
県
と
協
力
し
て

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

藤
ふじもと

本　 実
みのる

答
産
業
観
光
課
長

　

議
員
ご
提
案
の
賃
上
げ
実
施

企
業
へ
の
奨
励
金
制
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
内
の
賃
金
水

準
の
向
上
を
後
押
し
し
、
若
い

世
代
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
一
方
で
、
制
度
の
対
象
や

支
給
要
件
、
財
源
の
確
保
、
既

存
の
制
度
と
の
役
割
分
担
な
ど
、

整
理
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
時
点
で

は
県
の
取
組
や
市
内
事
業
者
の

問
　
議
案
が
否
決
さ
れ
た
場

合
、
市
、
行
政
側
は
、
問

題
点
の
整
理
、
改
善
案
の

作
成
、
必
要
に
応
じ
た
計

画
の
再
構
築
、
再
提
案
を

行
う
責
務
が
あ
る
。
半
年

答

副
市
長

　

初
狩
保
育
所
等
整
備
事
業
は
、

地
域
の
保
育
環
境
を
守
り
、
子

供
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ

り
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
令

和
７
年
12
月
定
例
会
で
の
契
約

案
件
の
否
決
を
受
け
、
整
備
内

容
に
つ
い
て
精
査
を
行
い
、
定

員
を
40
名
か
ら
25
名
へ
改
め
る

な
ど
計
画
の
整
理
、
見
直
し
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
現
計
画
は
適
切
な
規
模

と
必
要
な
安
全
対
策
を
備
え
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て

新
た
な
設
計
作
業
を
行
う
必
要

は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
議
会
か
ら
示

さ
れ
た
初
狩
保
育
所
等
施
設
整

備
事
業
に
係
る
契
約
議
案
否
決

後
の
対
応
に
つ
い
て
の
中
に
お

い
て
も
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、

市
が
保
育
需
要
や
建
設
費
、
立

地
の
安
全
性
な
ど
の
正
確
な
情

報
を
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

初
狩
保
育
所
等
整
備
事

業
の
再
提
案
が
遅
れ
い

る
理
由
の
認
識
は

Ｑ
改
め
て
新
た
な
設
計
作

業
を
行
う
必
要
は
な
い

Ａ

り
地
域
住
民
は
じ
め
市
民
や
議

会
に
対
し
説
明
を
行
う
な
ど
、

対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
事
業
に
関
し
、
不
安
や
様
々

な
受
け
止
め
が
生
じ
て
い
る
こ

と
は
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
議
会
が
提
案
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
案
な
ど
に
つ
い

て
も
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、

検
証
す
る
こ
と
な
ど
踏
ま
え 

、

事
業
の
経
緯
、
定
員
の
考
え
方
、

安
全
対
策
、
今
後
の
方
向
性
な

ど
、
正
確
な
情
報
を
市
民
に
提

供
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
て
お

り
、
保
小
連
携
の
重
要
性
や
公

立
保
育
所
の
必
要
性
な
ど
を
理

解
い
た
だ
き
、
事
業
を
推
進
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
ご
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

間
、
市
か
ら
一
切
の
改
善

案
も
再
提
案
も
出
て
い
な

い
が
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。
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Q 

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

A 

令
和
７
年
度
、
新
た
に
大

月
市
地
域
猫
活
動
支
援
事

業
補
助
金
を
制
定
し
た

　
人
と
動
物
が
共
生
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

１
、
高
齢
化
や
管
理
者
不

在
に
よ
る
地
域
猫
問
題
へ

の
予
防
的
対
応
に
つ
い
て

２
、
と
ら
ば
さ
み
等
の
使

用
禁
止
猟
具
の
周
知
と
被

害
の
再
発
防
止
に
つ
い
て

３
、
と
ら
ば
さ
み
等
に
よ

る
被
害
ま
た
は
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

一  

般  

質  

問

答
市
民
課
長

問

問
　
１
．
現
施
設
の
老
朽
化

の
認
識
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
。

２
．
近
隣
市
町
村
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
共
同
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

老
朽
化
し
た
火
葬
場
の

今
後
の
対
策
と
広
域
連

携
に
つ
い
て

Ｑ
安
定
的
な
稼
働
の
維
持
。

今
後
も
研
究
、
検
討
を

進
め
た
い

Ａ

　

本
市
で
は
、
令
和
７
年
度
に

新
た
に
大
月
市
地
域
猫
活
動
支

援
事
業
補
助
金
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
猫
活
動
を
始

め
よ
う
と
す
る
自
治
会
、
ま
た

は
自
治
会
の
了
承
を
受
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
、
餌

や
給
餌
用
具
、
捕
獲
器
の
購
入

費
、
住
民
へ
の
啓
発
資
材
の
作

成
費
、
講
習
会
の
開
催
費
な
ど

答
市
民
生
活
部
長

　

現
在
の
火
葬
場
施
設
は
、
昭

和
55
年
度
に
建
設
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
施
設
の
利
用
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
最
小
限

の
支
出
を
念
頭
に
、
計
画
的
な

維
持
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
今
後
の
維
持
、
改
修

に
要
す
る
財
政
負
担
に
つ
き
ま

し
て
は
、
修
繕
内
容
や
時
期
に

よ
り
変
動
す
る
た
め
現
時
点
で

具
体
的
な
総
額
を
お
示
し
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。
新

た
に
建
て
替
え
を
す
る
場
合
の

を
１
団
体
当
た
り
15
万
円
を
上

限
に
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
不
妊
去
勢
手
術
を

目
的
と
す
る
方
に
猫
保
護
器
を

無
料
で
貸
し
出
す
事
業
も
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
捕

獲
か
ら
手
術
、
そ
の
後
の
地
域

へ
の
返
還
に
至
る
ま
で
の
捕
獲
、

不
妊
去
勢
、
返
還
、
い
わ
ゆ
る

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
と
ら
ば
さ
み
等
の
使

用
禁
止
猟
具
の
周
知
と
被
害
の

再
発
防
止
に
つ
い
て
。

　

と
ら
ば
さ
み
の
設
置
は
、
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
と
ら
ば
さ
み
を
使

用
し
た
場
合
に
は
、
厳
し
い
罰

則
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
に
よ
り
注

意
喚
起
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
は
再
発
防
止
に

向
け
た
啓
発
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
と
ら
ば
さ
み
等
に
よ

る
被
害
、
ま
た
は
設
置
状
況
に

つ
い
て
。
市
内
に
お
け
る
と
ら

ば
さ
み
等
の
使
用
禁
止
猟
具
に

よ
る
被
害
及
び
設
置
の
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

費
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
設
置

場
所
や
規
模
、
設
備
内
容
等
に

よ
り
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら

現
時
点
で
は
算
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
も
必
要
な
修
繕
や
保
守

点
検
を
着
実
に
行
い
、
安
定
的

な
稼
働
の
維
持
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
近
隣
市
町
村
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
共
同
設
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
。
近
隣
市
町
村

と
の
広
域
連
携
は
、
事
務
の
効

率
化
を
図
る
上
で
は
重
要
な
選

択
肢
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
施
設
の
立
地
場
所
、

費
用
負
担
、
運
営
主
体
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

近
隣
市
町
村
の
動
向
等
も
把

握
し
、
今
後
も
研
究
、
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鈴
す ず き

木　康
こ う き

揮
公明党　所属

大
月
市
営
火
葬
場
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Q 

協
定
締
結
し
て
い
る
団
体
・

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

A 

協
定
を
よ
り
生
き
た
仕
組
み

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く

　
現
在
、
幅
広
い
分
野
で

１
０
０
件
以
上
の
協
定
が

締
結
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、
災
害
時
の
支
援
協

定
が
50
件
以
上
で
あ
る
。

こ
の
協
定
は
非
常
に
有
効

な
仕
組
み
で
あ
り
、
災
害

発
生
時
に
は
大
き
な
力
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

で
は
締
結
し
た
協
定
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と

　

現
在
様
々
な
分
野
に
お
い
て

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
災
害
時
に
お
け
る
連
携

協
定
は
50
件
を
超
え
て
お
り
ま

す
。
災
害
時
に
お
け
る
協
定
の

内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
食

料
や
医
薬
品
等
の
救
援
物
資
の

供
給
、
災
害
時
の
相
互
応
援
等

問

一  

般  

質  

問

答
総
務
管
理
課
長

市民とともに歩む会

鈴
す ず き

木　竜
りゅうじ

児

が
主
な
も
の
で
あ
り
、
近
年
に

お
き
ま
し
て
は
物
資
等
の
緊
急

輸
送
に
関
す
る
協
定
も
締
結
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
今
年
１
月
の
林
野
火
災
時

に
は
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

団
体
、
企
業
の
皆
様
か
ら
、
物

資
等
の
提
供
や
消
火
活
動
に
対

す
る
技
術
的
、
経
済
的
支
援
な

ど
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
協
定
の
機
能

的
な
在
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
治
体
間
で
相
互
応
援
等
の
協

定
で
は
、
毎
年
、
担
当
者
に
よ

り
協
定
内
容
に
沿
っ
た
協
議
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
民

間
事
業
者
と
の
災
害
協
定
の
中

に
は
、
災
害
支
援
時
の
具
体
的

な
資
機
材
等
の
確
認
や
協
議
を

行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
、
確
認
や
協
議
等

が
不
十
分
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
時
に
は
、
協

定
の
運
用
手
順
が
不
明
確
な
こ

と
に
よ
り
運
用
で
き
な
か
っ
た

事
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国

は
協
定
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

今
年
度
中
に
も
自
治
体
に
示
さ

協
定
締
結
イ
メ
ー
ジ

は
思
え
ず
、
実
際
に
機
能

す
る
仕
組
み
を
締
結
先
と

と
も
に
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
現
在
締
結
さ

れ
て
い
る
各
種
協
定
の
見

直
し
と
、
締
結
団
体
、
企

業
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
協

定
者
の
間
で
協
定
内
容
の
再
確

認
や
役
割
の
明
確
化
、
新
た
な

連
携
施
策
を
講
ず
る
な
ど
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
運

用
を
行
い
、
協
定
を
よ
り
生
き

た
仕
組
み
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
連
携
イ
メ
ー
ジ
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　議会では、初狩地区子育て応援施設等整備事業について、継続して審議を行っております。その中で、
学校の空き教室を活用した学童等の運用について意見がありましたので、学校施設の利用状況を確認
するため、５月 29 日（金）に初狩小学校の校内視察を行いました。
　視察には９名の議員が参加し、学校長や教育委員会から教室の利用状況などの説明を受けながら校
内の視察を行いました。

初狩小学校の校内視察を行いました

【　概要　】
　初狩小学校では、６学年６室の普通教室や、図書室、音楽室などの特
別教室が設けられており日々の授業で利用されています。授業では利用
されない旧パソコン室も、児童会活動や児童のクールダウンの部屋とし
て利用されていました。
　また、体育館にエアコンが設置されていないため、気温が高く安全に
活動することができない場合は、体育や運動会の練習などを特別教室な
どで行っているという現状もお聞きし、学校施設の利用状況と現状を確
認することができました。

山梨県市議会議長会議員合同研修会（前期）

　山梨県市議会議長会は、令和８年８月６日（木）に八ヶ岳やまびこホールにおいて議員合同研修会（前
期）を開催しました。県内 13 市議会の議員、及び、事務局職員が参加し、大月市議会からは７名の議
員が参加しました。
　学習院大学　法学部教授　野中尚人　氏を講師に迎え、「国会の変則性と日本政治の基本問題」をテー
マに講演をしていただきました。

【  要旨  】　
　国民代表者の機関としての国会、国会の変則性や形骸化などについて講演が行われた。日本政治の根本問
題という中では、変えるべきなのか、何を変えれば良いのかについて触れられ、体制の違いによる国会機能
の役割や、国会の合理化について解説がなされた。

【  感想  】 
　今回の研修会で最も強調されていたのが「NOT  ACCOUNTABLE（隠す・選挙をご
まかす）」でした。議員は有権者の代表として選挙で選ばれ、有権者の方に対する説
明責任があります。
　また、「質疑」と「討論」についても言及され、「討論」は自らの主張を訴えること
であり、言いいっぱなしであると説明がされました。一方で、「質疑」は問いに対し
て答えがある対話形式です。説明するだけでなく、要望や疑問を把握し、その内容を
反映できるよう今後さらに取り組んでいくよう心がけたいと思いました。

会場：八ヶ岳やまびこホール

初狩小学校（外観）
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会
派
構
成

◎
市
民
と
と
も
に
歩
む
会

・
代   

表   

者

萩　

原　
　
　

剛

・
所
属
議
員

山　

田　

政　

文

相　

馬　
　
　

力

山　

地　
　
　

渉

鈴　

木　

竜　

児

◎
山
と
川
の
街
大
月

・
代   

表   

者

奥　

脇　

一　

夫

・
所
属
議
員

小　

原　

丈　

司

棚　

本　

晃　

行

◎
無
会
派
議
員

山　

田　

善　

一

藤　

本　
　
　

実

鈴　

木　

基　

方

鈴　

木　

康　

揮

天　

野　
　
　

築

・
会
派
所
属
議
員
の
変
更

　

令
和
８
年
６
月
５
日
に
、
会
派

﹁
市
民
と
と
も
に
歩
む
会
﹂
萩
原

剛
代
表
よ
り
、
会
派
所
属
議
員
変

更
届
が
提
出
さ
れ
、
天
野
築
議
員

が
会
派
を
脱
退
し
ま
し
た
。

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

議　

長　
　
　
　
　

鈴　

木　

基　

方

　
　

副
議
長　
　
　
　
　

棚　

本　

晃　

行

　
　

議　

員　
　
　
　
　

小　

原　

丈　

司

　
　
（
監
査
委
員
）

　
　

議　

員　
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木　

竜　

児
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築

　

議
員
は
公
職
選
挙
法
に
よ
り
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

  （
自
筆
に
よ
る
答
礼
は
除
く
。）

贈
ら
な
い
！　

受
け
取
ら
な
い
！　

求
め
な
い
！

選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を

行
う
こ
と
は
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
特
定
の
場
合
を
除
い
て
一
切

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
冠
婚
葬

祭
に
お
け
る
贈
答
な
ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
も
、
政
治
家
の
寄
附
禁
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

政
治
家
か
ら
の
寄
附
の
禁
止

地域の運動会・ス
ポーツ大会への飲

食物等の差入

お祭りへの寄附・
差入

葬儀の花輪・供花

お歳暮・お年賀

落成式・開店祝等
の花輪

入学祝・卒業祝

町内会の集会・旅
行等の催物への寸
志・飲食物の差入

結婚祝 ※

病気見舞

香典 ※

※　

政
治
家
本
人
が
結
婚
披

露
宴
、
葬
式
等
に
自
ら
出
席

し
て
そ
の
場
で
行
う
場
合
は

罰
則
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。



編集後記
　６月定例会において、議会の議決
を待たずに急ぎの事項を決める「専
決処分事項」が審議されました。緊
急時や軽微な案件を速やかに処理す
るための制度ですが、市は専決処分
をした後は議会への報告・承認を求
めなければなりません。議会はその
内容が妥当だったのかをしっかりと
検証し、承認しました。これからも
市民の皆さまの代表として、市の仕
事が適正に行われているか、しっか
りと確認してまいります。
（担当：天野　築）
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議会日誌
５月

14 日

24 日

 大月市議会行政視察（栃木県鹿沼市）

 社会文教常任委員会

あなたも傍聴しませんか

Editorial n
ote

９月定例会の日程（予定）

※ 詳細は議会事務局にお問い合わせください。

 全員協議会

６月

７月

この市議会だよりは、環境保護のため、再生紙・植物性インキを使用しています。

19 日 議員定例懇談会

22 日  大月・都留広域事務組合議会

30 日  リニア中央新幹線建設促進山梨県期成同盟会令和８年度総会

13 日  大月市議会行政視察（埼玉県志木市）

19 日  代表質問・一般質問
 総務産業常任委員会23 日

 令和８年第３回（６月）市議会定例会  閉会

 東部広域水道企業団議会定例会

 議会運営委員会26 日

 市議会広報委員会

21 日  議員定例懇談会

８月（前半）
6 日  山梨県市議会議長会議員合同研修会（前期）

９日  今川トンネル建設促進同盟会総会

29 日  山梨県高速道路整備促進期成同盟会令和８年通常総会

７日  市制施行 72 周年記念表彰式

 臨時全員協議会

●開 会 日
●代表質問　　　  
●一般質問
●一般質問（予備日）
●総務産業常任委員会
●社会文教常任委員会
●決算審査特別委員会
●閉 会 日　　　  

８月 25 日
９月７日　　  
　　〃
９月８日
９月 10 日
９月 11 日
９月 14 日～ 16 日
９月 18 日　　　  

　議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名などを
記入するだけで出来ます。詳しいことは、議
会事務局へお問い合わせください。
　※審議の経過によって、予定の時刻を変更
して行うことがあります。

議会事務局メール
QRコード

令和８年第３回（６月）市議会定例会  開会
５日 全員協議会

 市議会広報委員会
31 日  大沢トンネル開通式

◆ 表紙の写真
　令和８年８月１日～２日にかけ、市立図書館において【親子
でお泊り図書館】が行われました。10 組 24 名の親子が参加し、
図書館職員の案内による館内見学や、屋上から夜空を眺めるな
ど、閉館後の図書館で親子でゆっくり図書に親しむ特別な時間
を過ごしました。

29日  議会運営委員会
 初狩小学校校内視察

27 日  全国市議会議長会定期総会

 臨時全員協議会

 富士・東部環境事務組合議会
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